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時
代
が
変
わ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
な
か
で
、
わ
が
国
の
技
術
標
準
の
国

際
対
応
が
遅
れ
て
お
り
、
護
送
船
団
方
式
に
代
わ
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
イ
ン
ド
を
有
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
設
計
基
準
や
技
術
基
準

の
国
際
標
準
化
、
I
S
0
9
0
0
0、
1
4
0
0
0等
の

プ
ロ
セ
ス
基
準
の
普
及
、
さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
や
企
業

倫
理
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
も
企
業
の
技
術
開
発

・

経
営
シ
ス
テ
ム
の
変
革
を
要
請
し
て
い
る
。

政
府

・
企
業
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
下
で
、
日
本
企
業
は

独
自
の
技
術
開
発

・
経
営
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
き
た
。
日
本

企
業
が
海
外
展
開
す
る
場
合
、
①
技
術
が
優
れ
て
い
れ
ば

市
場
競
争
力
が
あ
る
と
い
う
幻
想
、
②
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
資

金
調
達
を
考
え
な
い
資
金
計
画
、
③
狭
い
専
門
性
の
範
囲

の
中
で
技
術
を
評
価
す
る
専
門
家
主
義
、
④
国
産
技
術
、

基
準
の
み
を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
国
粋

主
義
、
と
い
う
落
と
し
穴
に
陥
り
や
す
い
。
優
れ
た
技
術
で

も
、
市
場
で
選
ば
れ
な
け
れ
ば
経
済
価
値
は
生
ま
れ
な
い
。

一
方、
リ
l
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
米
国
流
の
市
場
万

能
主
義
に
批
判
が
集
中
し
て
い
る
。
敵
米
的
モ
デ
ル
が
、
制

度

・
環
境
や
文
化
的
背
景
が
異
な
る
国
々
で
も
通
用
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
問
の
競
争
と
提
携
が

展
開
し
て
い
く
な
か
で
、
「
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
・
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
、
日
本
独
自
の
技
術
開
発

・
経
営
モ
デ
ル
が
国

際
標
準
に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
に

基
盤
を
置
く
日
本
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
、
現
地
市
場
へ
の

適
合
性
と
い
う
点
で
、
新
し
い
展
開
の
可
能
性
を
も
っ
て

い
る
。

つ
き
あ
い
の
原
用

伝
統
的
産
業
社
会
で
は
、
安
価
に
、
品
質
の
高
い
製
品

を
生
産
し
た
企
業
が
、
市
場
競
争
力
を
獲
得
す
る
。
し

ソフトウェアの種類の増加

／＼ー卜．ウェアの魅力増加

か
し
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
が
世
界
的
に
展
開
し
、
国
際
的
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
部
分
最
適

化
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
最
適
化
が
図
ら
れ
る
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
性
が

増
加
す
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
進
化
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
済
性
と
い
う
単
純
な
原
理
で
生
じ
て
い
る
。
原
理
が
単

純
な
だ
け
に
変
革
の
力
は
大
き
い
。
「
安
く
て
い
い
も
の
」

が
、
市
場
競
争
の
勝
者
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
性
に
よ
る
市
場
競
争
の
例
と
し
て
ベ
ー
タ

ビ
デ
オ
競
争
が
有
名
で
あ
る
。
当
初
、

V
H
S方
式
と

F

方
式
と
い
う
異
な
る
技
術
が
誕
生
し
た
。
二
つ
の
技
術
に

は
互
換
性
が
な
い
。
図
1
に
示
す
よ
う
に

V
H
S方
式
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
購
入
す
る
顧
客
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
を

利
用
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
種
類
が
増
え
る
。
そ
の
桔
呆 つきあいの原理
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道路舗装の実態（ホーチミン市

郊外、2009年撮影）
写真1

と
し
て
再
び
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
需
要
が
増
え
る
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
働
く
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
性

を
「
つ
き
あ
い
の
原
理
」
と
呼
ん
で
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

市
場
競
争
は
、
競
争
相
手
が
市
場
か
ら
撤
退
す
る
ま
で
続

け
ら
れ
る
。

標
準
化
競
争
と

つ
き
あ
い
の
原
照
一

国
際
的
な
技
術
標
準
と
し
て
、

I
S
Oや
公
的
機

関
な
ど
が
定
め
る
デ
ジ
ュ
ー
ル
標
準
と
市
場
競
争
に
よ

り
選
択
さ
れ
る
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
は

多
様
な
デ
ジ
ュ
ー
ル
標
準
や
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
が
関
与

す
る
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
市
場
で
は
っ

き
あ
い
の
原
理
に
よ
る
競
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
技
術
標

準
の
経
済
価
値
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
標
準
化
に
よ

る
取
引
コ
ス
ト
の
減
少
と
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
共
有

化
す
る
つ
き
あ
い
量
（
接
続
さ
れ
る
資
源
）
の
増
加
に
あ

る
。
さ
ら
に
、
技
術
標
準
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
品
質
に
関
わ

る
情
報
を
伝
達
す
る
間
接
効
果
を
持
つ
。
技
術
標
準

が
品
質
保
証
と
い
う
信
頼
形
成
に
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。

イ
ン
フ
ラ
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

技
術
標
準
が
、
国
際
標
準
と
し
て
優
位
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
圧
倒
的
な
技
術
優
位
性
が
な
い
場
合
、
つ
き
あ
い
の

多
さ
が
決
め
手
と
な
る
。
近
年
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
化
に
よ
り

技
術
標
準
の
国
際
化
を
図
る
戦
略
が
着
目
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
は
、
技
術
標
準
の
共
有
化
を
図
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

①
コ
ア
技
術
へ
の
ア
ク
七
ス
の
容
易
位
、
②
掠
，
柿
標
準
の
価

値
に
関
す
る
共
通
認
識
、
③
技
術
標
準
の
利
用
を
容
易
に

す
る
支
援
機
能
、
④
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
調
整
・
解
決
機
能
、

⑤
技
術
標
準
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
、
⑥
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
要
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
と
い
う
要
件
を
達
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
十
ノ
る
珂
一ポ住
r
v
u
ド
列

－J
帆

1
L
W

、
〆

E
F
l
、L
I
d
－t
B

J

I

l

世
界
銀
杭
は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
で
、
不
十
分
な
維

持
・
補
修
の
結
果
、
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
が
使
用
困
難
な
状

況
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
、
国
際
融
資

機
関
は
融
資
相
手
国
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

を
義
務
づ
け
た
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援
す
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
が
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
と
し
て
世
界
各
国
に
普
及

し
た
。
た
と
え
ば
、
舗
装
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
ソ
フ
ト
で

あ
る

H
D
M
4
（図
2
）は

1
0
0
ヶ
国
以
上
に
導
入
さ

れ
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
H
D
Mー

4
が
完
全

I E・・E沼置哩町

図2 HDM-4、ノフ卜ウェア（解説書）
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劣
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い
な
い

1

闘
記
録

↓
劣
化
し
て
い
る

に
機
能
す
る
た
め
に
、

1
5
0
項
目
以
上
に
も
わ
た
る
入

力
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。
劣
化
予
測
モ
デ
ル
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
良
好
で
は
な
く
、
実
態
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に

恋
意
的
な
キ
ャ
リ
ブ
レ
1
シ
ヨ
ン
が
行
わ
れ
る
。
筆
者
等
は

ベ
ト
ナ
ム
交
通
通
信
大
学
と
舗
装
マ
、
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
共
同
開
発
し
、
よ
り
簡
便
に
、
精
度
よ
く
劣
化
予
測

（図
3
）
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
費
用
評
価
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
マ
ル
コ
フ
劣
化
予
測
モ
デ
ル

を
実
装
し
て
お
り
、
よ
り
実
態
に
即
し
て
舗
装
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
支
援
で
き
る
。
2
0
0
5年
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
、

大
学
、
関
係
機
関
の
実
務
者
や
研
究
者
を
対
象
と
し
た

集
中
講
義
を
毎
年
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ 舗装の劣化予測結果（2007年ベトナムデータベースによる）図3

ム
政
府
も
、
代
替
的
な
ソ
フ
ト
を
実
験
的
に
用
い
る
こ
と

に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た（
写
真
2
）。一

度
、
あ
る
ソ

フ
ト
が
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
と
し
て
定
着
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り

も
優
れ
た
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
も
、
容
易
に
は
普
及
し
な

い
。
現
地
研
究
者
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
先
行
す
る
デ
フ
ァ

ク
ト
標
準
に
対
抗
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
。

単

一
の
技
術
標
準
が
世
界
を
席
巻
す
る
時
代
で
は
な

い
。
H
D
M
1
4
は、
シ
ス
テ
ム
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
、

内
部
の
改
変
を
許
可
し
な
い
「
厳
格
な
標
準
（。
日
目色
目
自

由

za色
丘
町
凶
ロ
門
戸

R
己的
）
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
デ

ファ
ク
ト
標
準
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
実
情
に
あ
っ
た
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
で
き
な
い
。
基
本
的
な
コ
ア 舗装マネジメントに関するディベー卜風景（中央はベトナム交通省Due副大臣）写真2

技
術
や
イ
ン
タ
ー
フェ
イ
ス
を
共
有
化
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支

援
し
う
る
「
し
な
や
か
な
標
準
（
os
bE
印
。者
ロ
’色
目

的片山
口門
E
Em）
モ
デ
ル
」
が
必
要
で
あ
る
。
し
な
や
か
な
標

準
モ
デ
ル
の
構
築
に
、わ
が
国
の
要
素
技
術
や
現
場
で
の
対

応
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
モ
デ
ル
を
ア
ジ
ア
各
国
と
共
同
開
発
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
形
成
が
急
が
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
、日
本
的
技
術
開
発

・
経
営
モ

デ
ル
の
競
争
性
は
低
下
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を

構
成
す
る
要
素
技
術
の
す
べ
て
が
無
意
味
だ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
海
外
展
開
を
進
め
る
た
め
に

は
、
自
由
貿
易
の
根
底
と
な
る
国
際
標
準
化
の
流
れ
に
い

か
に
対
応
す
る
か
、
さ
ら
に

一
歩
進
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
実
情
に
あ
っ
た
「
し
な
や
か
な
標
準
モ
デ
ル
」
を
開
発
す

る
国
際
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
想
定
外
リ
ス
ク
の
存
在
、
原

子
力
安
全
神
話
の
崩
壊
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
今
後
、
災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際

標
準
の
展
開
、
国
際
監
査
制
度
に
関
わ
る
議
論
が
加
速
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
わ
が
国
は
巨
大
災
害
か
ら
の
震
災
復
興
を

な
し
と
げ
、
ま
た
原
子
力
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
当
事
固

と
し
て
、
安
全

・
安
心
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
新
し
い
技

術
標
準
モ
デ
ル
を
世
界
に
示
す
責
務
を
持
っ
て
い
る
。
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